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第３２軍司令部壕展示施設基本計画検討委員会（第４回） 

議事概要 

 

１ 日時：令和７年 10月 24 日（金）14:00～16:00 

２ 場所：沖縄県立芸術大学芸術文化研究所２階 AV 講義室 

３ 出席者： 

沖縄戦研究分野 吉川 由紀 沖縄国際大学非常勤講師 

展示施設等分野 鈴木 悠 那覇市歴史博物館 主任学芸員 

 〃 仲本 和彦 沖縄県公文書館指定管理者 

（公財）沖縄県文化芸術振興会 

公文書管理課 収集保存班 主幹 

 〃 平良 次子 対馬丸記念会対馬丸記念館 館長 

平和ガイド・平和学習分野 大田 光 一中戦没学徒資料室 解説員 

 〃 玉城 直美 株式会社うなぁ 代表 

ＤＸによる情報発信分野 川端 卓 SCSK（株）ビジネスデザイングループ 

地域共創事業開発部長 

建築工学分野 小倉 暢之 琉球大学名誉教授 

 〃 清水 肇 琉球大学工学部環境建設工学科教授 

※山本委員（沖縄県博物館・美術館主任学芸員）は都合により欠席 

 

４ 出席事務局 

〇沖縄県 

沖縄県知事公室地域外交統括監 

知事公室平和・地域外交推進課 

生活福祉部保護・援護課 

土木建築部都市公園課 

土木建築部首里城復興課 

土木建築部施設建築課 

文化観光スポーツ部観光政策課 

教育庁県立学校教育課 

教育庁文化財課 

〇那覇市 

総務部平和交流・男女参画課 

市民文化部文化財課 
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５ 議題 

１ 開会 

２ 第３回検討委員会の振り返り 

 ～ 次第２に係る質疑応答 ～ 

３ 第３２軍司令部壕展示施設の配置計画について 

 ～ 次第３に係る質疑応答 ～ 

４ 第３２軍司令部壕展示施設 基本計画（素案）について 

 ～ 次第４に係る質疑応答 ～ 

５ 閉会（事務連絡） 

 

６ 議事内容 

（１）第３回検討委員会の振り返りについて 

・事務局より、前回（第３回）委員会の議事概要に基づき、主要な議論の内容について

説明が行われた。 

 

（２）質疑応答（議事次第（３）展示施設の配置計画について） 

【見学者の動線及び案内人等の配置について】 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

見学者の主な動線として、第５坑道に接続する立坑を含む建屋に最初に入るこ

とになるのか。見学者がエレベーターや螺旋階段を使用して、直接、第５坑道に

行くことができる状態であると想定するが、管理人等の配置計画は現時点ではど

のように考えているか。 

 

〇沖縄県（事務局） 

団体客と一般客で動線や施設内への出入口が異なることを想定している。安全

管理も含めて、混乱を生じさせずに、円滑に施設内に誘導できるように案内人等

を配置する計画であり、今後、具体的に検討を進める。 

 

【可動式ウォールの使用箇所について】 

〇鈴木委員（展示施設等） 

展示施設の諸室配置が具体化されイメージしやすくなった。常設展示室と企画

展示室を可動式ウォールで仕切ることは使い勝手がよいと考えられるが、準備室

や調査・研究室の仕切りについては必ずしも可動式ウォールを使用しなくてもよ

いように思われる。準備室ではパネル作成のための作業台等を置くことが多く、

調査・研究室は書籍をおさめた本棚等が主体となるため、可動式ウォールを用い

て展示室と一体的な運用することは難しいように感じる。 
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〇沖縄県（事務局） 

ご助言を踏まえ、諸室配置の間仕切りに可動式ウォールを使用する場所の検討

を進める。 

 

【展示施設等の年間見学者の推計値について】 

〇清水委員（建築工学） 

前回委員会で実際に第 5坑道内部を見学した感想を踏まえると、当該展示施設

の特徴は第５坑道内部見学を体験できる施設であること特徴づけた方がよい。一

方で、第５坑道内部にはそれほど多くの見学者を受け入れられないようにも感じ

ている。展示施設等の年間見学者数のうち、第５坑道内部の見学者はどの程度を

想定しているのか教えてほしい。また、第５坑道の見学は予約制にするのか、受

入体制についても教えてほしい。 

 

〇沖縄県（事務局） 

沖縄県内の類似施設である旧海軍司令部壕、摩文仁の平和祈念資料館の中間的

な位置づけとして、両者の中間程度の見学者が訪れると見込んでいる。第５坑道

の見学は予約制にして、類似施設等での見学ツアーを参考に見学者の受け入れを

見込んでいます。当該施設周辺には第５坑道以外にも戦争遺構があるため、複数

の見学コースが想定されるため、大勢の方々が見学に訪れても収容できるように

駐車場等を含めた環境整備等の検討を進めている。 

 

【展示施設等の年間見学者の推計値及び駐車場整備に係る芸大との調整状況について】 

〇清水委員（建築工学） 

第５坑道の年間見学者数の推計されるのは理解できるが、展示施設の位置づけ

から年間見学者数を設定することは根拠がやや弱い。第５坑道見学者のほかに、

大勢の方々が展示施設を訪れるという設定は妥当であるか精査が必要である。展

示施設の年間見学者数を設定するため、多くの駐車場が必要になるが、当該規模

の見学者を見込まないのであれば、駐車場をもう少し小さくしてもよいように考

えられる。また、駐車場について県立芸大との調整状況はどうなっているのか教

えてほしい。 

 

 

 

 

 

 



4 

 

〇沖縄県（事務局） 

事務局としても、年間見学者数の考え方については精査が必要であると考えて

いる。現在、観光統計データ等に基づき、年間見学者数の推計を再検討している

が、同程度に算出される見込みである。県立芸大との調整状況については、現

在、駐車できるスペースがあり、展示施設建設後はこの約 60%に相当する台数を

県立芸大側の駐車場として利用したいとの要望を受けている。ただし、県立芸大

側も常時を使用するわけではなく、公開講座等のイベントを開催する際には一時

的に駐車スペースが必要になることがある。なお、イベントは展示施設が閉館と

なる夜間に開催されることが多いため、相互に柔軟な運用で調整することで一定

の了解をいただいている。 

 

【展示施設等の年間見学者の推計値及び駐車場整備に係る芸大との調整状況について】 

〇清水委員（建築工学） 

県立芸大と展示施設で駐車場を相互に融通し合うとのことだが、駐車場のスペ

ースは区画するのか。 

 

〇沖縄県（事務局） 

駐車場についてはフェンスなどを用いた明確な区画分けを行うことは現時点で

は想定していない。 

 

【展示施設等の維持管理費用及び地域との協業について】 

〇玉城委員（平和ガイド・平和学習） 

年間の維持管理費用について、第５坑道内部の見学者、一人当たりの見学料金

を考慮しても、維持管理費用には届かない。施設を黒字化することは難しい場合

があり、施設の維持管理には税金を投入することも想定されるが、その場合には

説明責任を果たす必要が生じる。 

展示施設だけではなく、首里全体の経済効果を促す仕組みづくりが必要になる

と考える。モデルルートは非常に丁寧に作られていると感じるが、現状でオーバ

ーツーリズムが生じている首里の地域の方々の意見を取り込むことも重要であ

る。モデルルートについては行政、委員会、コンサルが主導で作成するのではな

く、首里地域の方々の意見も取り込んで、地域に愛され支持されるような施設づ

くりが重要であり、それが「沖縄のこころ」につながるように感じる。 

 

〇沖縄県（事務局） 

ご助言を踏まえ、展示施設等の料金設定について今後検討を進める。 
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■地域との調整状況や展示施設の必要施設等について 

〇平良委員（展示施設等） 

最近、展示施設の建設についての地域説明会を開催され、地域の方々も肯定的

であり、穏やかな雰囲気で意見交換等が行われたと聞いている。年間見学者数の

推計については現時点では想定しきれない要素も多いので、今後も引き続き、検

討・調整が必要である。展示施設、第５坑道、第１坑口など、周辺の複数の戦争

遺構も見学対象とするのであれば、案内人等の配置が非常に重要であり、沖縄戦

や戦争遺構について説明できるガイドを配置する必要もある。道案内については

地域の方々を巻き込むことも重要である。第５坑道は貫通壕ではないので、見学

者が滞留しないように動線確保に工夫が必要である。壕内部の見学は足元が汚れ

るため、壕の出入口には洗い場を設けた方がよい。また、多目的ホールの設置が

検討されているが、どのくらいの規模を計画しているのか。 

 

〇日本工営都市空間（事務局） 

出入口の洗い場については設置することを検討したいと思います。第５坑道に

ついては立坑を接続する計画のため、見学者の動線は第５坑口から入って立坑道

へと抜ける一方向を計画している。ただし、高齢者や障害者の見学者は、安全管

理の観点から、立坑エレベーターで坑道内部を見学いただくことになる。坑道内

部の見学についてはガイドを同行させる計画であり、道案内については地域の

方々との連携を視野にいれて調整・検討を進めたい。多目的ホールの規模につい

ては現時点では 150m2（10m×15m）前後を計画している。 

 

【コルゲート区間への立坑の接続及びコルゲート区間の拡幅について】 

〇仲本委員（展示施設等） 

立坑はコルゲート区間に接続する計画であるが、見学者は支障なく通れるの

か。 

 

〇沖縄県（事務局） 

見学者の安全な動線を確保するため、コルゲート区間への立坑の接続及びコル

ゲート区間の拡幅については今後の検討課題のひとつであるため、引き続き検討

を進める。 
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【展示施設の見学料金の設定及びガイドの管理運営体制について】 

〇大田委員（平和ガイド・平和学習） 

現時点で、展示施設の入館料、第５坑道への入壕料、平和ガイド料等の料金体

系はどのように設定しているのか。現在設定しているモデルルートの所要時間は

2～3時間程度と見込まれるため、ガイドを同行させる場合には、その管理運用体

制を検討することも必要である。 

 

〇沖縄県（事務局） 

次の次第である基本計画に料金設定等を記載している。現時点では、南風原陸

軍病院壕の料金設定をイメージしている。当該施設では、展示施設の入館料、入

壕料、平和ガイド料金がそれぞれ設定されている。モデルルートについては、見

学者が個々人でめぐる場合とガイドが同行する場合の両方が想定されるが、ガイ

ドが同行する場合はガイド料が発生する。ガイドの運営管理体制については、基

本計画の中で整理しているが、県直営方式、指定管理者制度、地方独立行政法人

制度等を想定するが、いずれも一長一短があるため、今後の検討課題としたい。 

 

（３）質疑応答（議事次第（４）展示施設基本計画（素案）について） 

【第３２軍司令部壕が示す沖縄戦の特徴について】 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

歴史的な資料や事実の提示は「②立体的」や「③時系列的」で主に展示される

ことになると認識している。第３２軍司令部壕展示施設で提示すべき情報につい

ては、以前から仲本委員から指摘があったように、明治以降の日本と沖縄との関

係も示すべきの議論があったが、まずは、第３２軍司令部壕が示す沖縄戦の特徴

に絞ることが必要ではないかと考える。 

1.米軍が沖縄島中部に上陸して首里を目指したという事実 

2.日本軍が首里を放棄して沖縄島南部が戦場になったという事実 

上記 2つの事実が基本計画に記載されていない。第３２軍司令部壕を立体的に

理解することも重要であるが、住民の生活の場が戦場になったという事実を示す

ために、中部から南部にかけての地形や面的に示すことも有効であり、米軍が首

里を目指す過程でどのような戦闘があり、南部に点在する戦争関連遺跡とどのよ

うな関係があるのか示すべきと考える。 
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【モデルコースの設定について】 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

「④本物で感じる」については、見学モデルコースが示されているが、首里教

会が含まれていない。中城御殿では多くの宝物（文化財）が米軍等に持ち去られ

てしまったということもあるので、多くの文化財を失った場所として中城御殿に

加えて、首里教会もコースに含めてほしい。 

 

【南部撤退決定シーンの再現について】 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

AR・VR における体験シーン（例）として、南部撤退の決定シーンが示されてい

るが、どのような意図か。このシーンで何を伝えたいのかという点については、

慎重な議論が必要である。作戦室を再現するということも含め、もう少し議論し

た方がよい。 

 

【展示テーマのコンセプトについて】 

〇平良委員（展示施設等） 

第３２軍司令部壕展示施設の具体的な展示内容については今後の検討課題であ

るが、「住民の視線で」というのが一つのコンセプトである。沖縄戦は「軍官民

共生共死思想」で説明できる部分がある。1944 年にはこの思想が決められ、沖縄

戦が進んでいったことを説明した方がよい。「軍官民共生共死思想」により、学

童疎開等も誤った判断で行われ、沖縄島南部が戦場となったことや沖縄戦の中で

住民がどのように動いていったかを説明できるのではないかと考える。 

 

【司令部上層部の人物写真や軍服等の展示について】 

〇大田委員（平和ガイド・平和学習） 

「（4）本物で感じる」において、司令部上層部の人物写真や軍服を展示するこ

とで、何を学ぶのか、また、何を伝えたいのかが見えてこない。人物の写真や人

物像を示すことは重要ではあるが、日本軍という組織での役割と個人的な人物像

が合わさると、日本軍の方々も大変な立場にあったというメッセージになること

を懸念している。南部撤退を決定した作戦室の再現も含め、これらについては慎

重に議論した方がよい。 
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【展示手法について】 

〇川端委員（ＤＸによる情報発信） 

当該展示施設は強制動線ではなく、自由動線が多く設けられているので、「①

導入」の部分で映像等を上手く活用して、沖縄戦全体の流れを立体的かつ時系列

的に説明することが有効と考える。 

「④本物で感じる」については、見せ方として実物展示と情報展示に分けられ

る。従来は情報展示に最新技術を使うことが多かったが、ここ最近は実物展示に

拡張現実を取り込み、タブレットをかざすと情報が掲示されるような展示が可能

である。人物写真を展示するかどうかは今後の議論であるが、見学者にこちらが

意図した情報を正確に伝える手段のひとつとしては有効と考える。 

床面周遊マップについては、阿寒湖博物館が良い事例になると思う。現在の展

示施設の規模やレイアウトを見ると、首里全体の周遊マップを掲示することはス

ペース的にやや厳しく、アイディアと実際の施設面積が合致していないため、今

後、精査が必要と考える。 

また、ヘッドマウントディスプレイとマッピングの長所・短所を比較整理して

いるが、短所を回避する手法がある。また、どのようなコスト規模で実施するの

かも課題になる。 

スクリーンで映写するものと、ARや VR を使用した方が効果的であるものがや

や混在し、整理しきれていない。展示内容によって使い分けた方がよい。 

 

【保存・公開基本計画との整合性及び大型バス駐車場の整備方針について】 

〇清水委員（建築工学） 

当該展示施設は、第５坑道の公開が重要であり期待されていることは理解され

るが、第１坑道や第２・第３坑道等のほかの箇所の位置づけが読み取れないの

で、保存・公開基本計画の内容と整合性を取りながら追記した方がよい。全体の

位置づけを示すことで、事業スケジュールに記載する整備方針もわかりやすくな

る。 

現時点では、2階フロアと 1 階フロアからの 2種類の入り方があるが、施設の

設計や運用等でより円滑な動線を設定できるようにも考えられるので、今後、検

討を重ねたい。 

大型バス駐車場の建設にあたり擁壁が生じるが、駐車デッキ等の建築的に処理

することで、盛土や擁壁等は不要になると思うが、どのような考え方に基づくも

のか。 

 

 

 



9 

 

〇日本工営都市空間（事務局） 

大型バスの駐車場で擁壁が生じることについて、既存擁壁にはらみ出し等の変

状が生じており補強対策が必要であることに加えて、車路について盛土工事が必

要であるため、土木的に処理した位置づけである。 

建築的な処理（駐車場デッキ等）と土木的な処理（盛土・擁壁等）のいずれが

経済性も含めて合理的であるのか、また、那覇市建築審査会における許認可条件

について確認しながら検討を進める。 

 

【展示施設等の維持管理費用及び地域との協業について】 

〇玉城委員（平和ガイド・平和学習） 

沖縄県としては摩文仁の沖縄平和祈念資料館が平和教育の根幹である。平和祈

念資料館の展示の流れは太平洋戦争から始まり、沖縄戦の実相、ジオラマやガマ

内部の再現、艦砲射撃で貫通した衣服やご遺体の写真等の写真展示があり、住民

の証言がある。沖縄戦は非常に残忍なものであって、戦争は二度と起こしてはい

けないという教訓を伝え、新たな平和な島を築いていかないといけないという心

情を伝え、最後に摩文仁の美しい海の景色を見せるという設計になっている。 

当該展示施設では、沖縄戦のすべての根幹の中枢にある第３２軍司令部が指揮

を取ってきたことを見つめ直す必要がある。沖縄県内では軍隊は住民を守らない

と教育し、こどもたちも理解しているが、沖縄県外では軍隊が住民を守らなかっ

た事実があることを知らない教員やこどもたちも多くいる。また、県外のある一

定層には、軍隊は住民を守るために沖縄に展開したが、残念ながら守りきれず亡

くなったという誤った認識がある。 

軍服や軍刀、人物写真等を安易に展示することは、戦争や日本軍を美化するこ

とにつながるおそれがある。第３２軍司令部壕展示施設のコンセプトは平和祈念

資料館と同様に、住民の視点から沖縄戦を理解することがよい。 
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【展示手法及び当該展示施設の位置づけについて】 

〇鈴木委員（展示施設等） 

軍服や軍刀等の展示について委員間でもこれだけの意見・反応がある。「実物

を見よう」コーナーを設けると、象徴的な意味合いをもちやすい。実物は 1箇所

に集めて展示するのではなく、関連情報とあわせて分散して展示した方が効果的

である。 

第５坑道内部と展示施設の両方の見学者、展示施設のみの見学者がいる場合、

どのように施設の特色を出していくかが課題である。平和祈念資料館と同様の施

設を目標とすると、その規模が小さいだけの施設になるおそれがあり、必ず壕内

部を見学でき、実物の迫力が伝わる旧海軍司令部壕と比較すると、現状としては

そのどちらにもなれない。 

当該展示施設は、時系列的な理解が占めるウエイトが大きく、第３２軍司令部

が組織としてどのような考えをもっていたのかを明確にする必要がある。第３２

軍司令部壕の説明がぼやけてしまうと、南部撤退に至った理由も見えてこない。

第３２軍司令部は一貫性のない作戦を繰り返すことで、沖縄県民が戦争に巻き込

まれていくことになる。第３２軍司令部がどのように意思決定を行い、その結

果、住民がどのように巻き込まれたのかことを説明する必要がある。住民視線の

展示も重要であるが、日本軍や第３２軍についての展示も重要と考える。太平洋

戦争と沖縄戦との全体的な関係を整理しつつ、沖縄島中南部にフォーカスするこ

とで、ほかの展示施設と差異化を図れるのではないかと考える。 

関連施設との関係について、那覇市歴史博物館は既に閉館している。中城御殿

跡地に新博物館を建設予定であるが、現時点では名称等は決まっていないので、

記載の仕方を修正いただきたい。 
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【平和祈念資料館と第３２軍司令部壕展示施設との差異化について】 

〇仲本委員（展示施設等） 

平和祈念資料館と同様に展示室がいくつもあってさまざまな視点を提供できる

ことが望ましいが、施設規模から、平和祈念資料館と同様の展示を行うことは難

しいため、第３２軍司令部に焦点を当てることになる。大規模な住民被害を招く

原因となった「軍官民共生共死思想」を海外の方々にも理解いただくには、天皇

主権の下での日本軍の皇軍思想などを説明する必要がある。 

天皇制の下での日本人の思想や日本軍の加害性について展示することになる

が、当時の沖縄では本土の人々と天皇制や日本軍に対する認識が異なる。今も他

の資料館で見られるように展示内容や展示の仕方によっては抗議活動が行われる

おそれがある。史実に基づいてそういったハレーションをも恐れないメッセージ

を伝えるべきと考えるが、これらのリスクについても念頭において警備体制など

もしっかり検討する必要がある。 

 

【展示施設の位置づけと展示内容について】 

〇平良委員（展示施設等） 

当該展示施設では、沖縄戦当時の日本軍の考え方を説明し、沖縄戦の実相を学

ぶ施設であることを明確にする必要がある。現在の考え方と結び付けてようとす

ると、反発したくなる部分があるかもしれないし、その反発の気持ちは正しいと

思われるので、抗議活動が行わるおそれがあるというリスクについては十分に念

頭に置かないといけない。 

また、人物名、人物写真や人物像を展示すると、心情として日本軍や第３２軍

について記載しにくい部分も出てくるように思われる。この展示施設は慰霊の場

ではなく、沖縄戦の歴史を学ぶ場であることを明確に位置づける必要がある。 

見学者は言葉やメッセージが印象に残ることが多い。見学者が展示施設で感じ

たことをメッセージに残し、紹介し合うことは重要である。 
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【学徒動員や戦場動員について】 

〇大田委員（平和ガイド・平和学習） 

「③時系列的に理解」に、第３２軍司令部の活動として、壕掘り等が記載され

ている。1944 年 12 月に司令部と沖縄県庁により、学徒の戦場動員が決定され

た。生活の場が戦場になるということは、住民たちが戦争に巻き込まれていくこ

とと同時に、本来であれば、軍隊に動員されるはずではない学徒も戦場に動員さ

れることになるという、戦場動員についても詳しく記載した方がよい。壕を掘っ

たという行為だけではなく、その裏で行われていた学徒・住民の戦場動員につい

ても記載した方がよい。 

「④本物で感じる」に当時の新聞記事等を展示する案が示されているが、当時

の新聞記事等は「③時系列的に理解」の中で紹介していくことでもよい。 

 

【基本計画の文章表現等について】 

〇清水委員（建築工学） 

「多くの犠牲の上に、現在の平和がある」との表現はいろいろな解釈ができる

ので気をつけた方がよい。可能であれば、あまり使用しない方が良い。 

VR 等で再現映像を見せるとあるが、再現映像を映像化することは簡単ではな

く、客観的な根拠があるものを VRで見せる等にした方がよい。事実ではない想

像によるイメージを与えないように注意する必要がある。 

 

 

 

令和７年 10 月 24 日 

知事公室 平和・地域外交推進課 


